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1． は じ め ‘こ

 すし屋やレストランなどで、箸袋を結んで、さりげなく5角形を作っている人の姿を時たま

見かけることがある。筆者もいつの頃からか見覚えて、割り箸に紙袋がついていると、ついそ

れを結んでみたくなる。

 紙テープを図1のような仕方で結んで、ていねいに折りたたむと、図5のような5角形が出

来る。紙テープをもう1回余分に廻して、図2のような仕方で結一くミと、図6のような7角形が

出来る、、さら1こもう1回余分に廻して結ぶと、9角形が出来る。このようにして、・一般に2n

＋1角形（n≧2）が出来るのであるが、実はこれらの多角形はどれも皆正多角形であること

が証明できる。

 このようなことは既によく知られた事柄であろうと思っていたの1こ、今日まで筆者は書物の

中でも談話の中でもこれらの事柄に一度も出逢ったことがない。そこで本紀要をかりてその証

明を述べてみようと思㍉証明は中学校の高学年や高等学校の生徒にもよく分る種類のもので

あるから、中学や高校の教材として取り上げることもできる。

図1 図2

2．補   題

 証明に際しては、われわれは紙テープを理想化して、縁が平行

な2直線で、厚さのない平面の帯であると考えることにする。ま

ず証明に必要な簡単な2つの事実を補題として用意しよ㌔

 紙テープを図3のように折りたたむと、テープが重なった所に

出来る3角形P A Bは2等辺3角形である。なぜならば、A，B 図3
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からそれぞれP B，P Aに垂線を下して、垂線の足をM，Nとすると、2つの直角3角形MA

BとN B Aは、斜辺が共通で、AM＝B N（テープの幅）であるから、合同である。だから∠

MBA＝∠NAB、ゆえに、PA＝PBである。
 いま、△PABを折り目ABの上に出来る3角形と呼ぶことにすれば、次の補題が証明でき

たことになる。

 補題1．紙テープを折りたたむとき、折り目の上に出来る3角形は、折り目を底辺とする2

    等辺3角形である。

 次に、テープを図4のよう1こ2個所で折り

たたんだとき、折り目AB，CDの上に出来

る2つの2等辺3角形P A BとQ C Dは、も

しもPA＝QCならば、合同である。なぜな

らば、A，CからそれぞれPB，Q Dに垂線

を下して、垂線の足をM，Nとすれば、2つ

の直角3角形PAMとQCNは、PA＝QC、

＾・、
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AM＝C N（テープの幅）であるから、合同である。だから、∠P＝∠Q、ゆえに、△P A B

≡△QC Dである。よって、次の補題が証明できた。

 補題2． 1つの紙テープを2個所で折りたたむとき、折り目の上に出来る2つの2等辺3角

    形は等辺が等しければ合同である。

3．正5角形になることの証明

 紙テープを図1の仕方で結んで、折りたたんだときに出来る図形が図5であるとして、5角

形AB CDEが正5角形であることを証明する。

 図の中の直線は、点線も含めて、テープの縁

の線と折り目を表している。又①、②、③は折

り目の番号である。A BとE Aは折り目である

と同時にテープの縁の線をも表している。いま

α、b，c、ρ、q，z、ツによってそれぞれ

の角を表さしめることにする。補題1により、

3つの折り目①、②、③の上に出来る3角形は、

皆折り目を底辺とする2等辺3角形であるから、

      BD＝DA＝AC＝CE
である。従って、補題2より、α＝6＝cとなる。

   ＾
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図5

 折り目①と②を2辺とする台形ABCDを考えると、B C ll ADなので、ρ＝6である。そ

れゆえ、ρ＝αとなり、台形ABCDは円に内接する。次に折り目②と③を2辺とする台形C

DEAを考えると、上記の台形ABCDと事情が全く同じだから、同様に円に内接する。この

2つの台形は3つの頂点A，C，Dを共有するので、同じ円1こ内接する。よって、5角形A B
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C D Eは1つの円に内接する。

 次に、AB ll E Cであることからツ＝cが、又AE ll B Dであることからπ＝αが得られる

ので、

             α＝b＝C＝κ三ツ

である。よって、5角形ABCDEの5つの辺の上に立つ円周角はどれも皆相等しい。だから、

この5角形は円に内接する等辺5角形である。それゆえ、正5角形である。

4．正7角形などになることの証明

 次に、紙テープを図2の仕方で結んで、折り
                            ＾    こ…」   G
たたんだときに出来る図形が図6であるとして、       一1二；＼、∵｛出。、

7角形ABCDEFGが正7角形であることを @、、∵一㌧、∵、、、
証明する。 @      ∴、一’，∵、、ソ＼
 図の中の直線は、点線も含めて、テープの縁     ＼一∴  ㌧．∴＼． ！

の線と折り目を表し・特に①・②・③・④・⑤ @ 、ダ∵ゾメ
は折り目の番号を、そうしてα、あ、C、∂、       ・ ’｛■r1 苫

e、ρ、q、π、ツはそれぞれの角を表すこと         D

は5角形の場合と同様であるとする。             図6

 5つの折り目の上に出来る3角形に補題1を適用すると、

          BE＝EA＝AD＝DG＝GC＝CF
であることが分る。このことと補題2とから、

             α＝b＝C＝d＝e

が得られる。

 さて、2つの折り目①と②を2辺とする台形ABDEを考えると、

               ρ＝b＝α

であるから、この台形は円に内接する。

 次に、②と③を2辺とする台形DEGAを考えると、

               9＝C＝b

であるから、この台形も円に内接する。

 次に、③と④を2辺とする台形GACDを考えると、これは②、③を2辺とする台形DEG

Aと事情が同じだから、全く同様の理由によって円に内接する。又④と⑤を2辺とする台形C

DFGを考えると、これは①、②を2辺とする台形ABD Eと事情が同じだから、全く同様の

理由によって円に内接する。

 所が、これらの4つの台形は、つぎつぎと3つの頂点を共有しながら移って行くので、結局

4つとも同じ円に内接することになる。従って、7角形AB CDE FGは1つの円に内接する

ことが分る。

 ここで、台形AB E Fを考えれば、π＝αが、又台形B C FGを考えれば、ツ＝eが得られ

一5τ一



るので、

          α＝あ＝c＝d＝e三κ＝ツ

である。よって、この7角形の7つの辺の上に立つ円周角はどれも皆相等しい。だから、この

7角形は円に内接する等辺7角形である。それゆえ、正7角形である。

 さて、5角形と7角形の場合に用いた証明の手順は、出来る図形が9角形でも、l1角形でも、

一般に2n＋1角形（n≧2）でも、全く同じようにたどることができる。従って、これらの

場合にも全く同様に正多角形であることが証明できる。
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